























実生は各プロットで 172本、 54本観察された。サイズは、樹高で 6cmから
475cmの範囲で、分布については親木に近いほど密度が高かった。果実の落果位
置と落果量の調査より、実生の多くの分布は落果範囲内であり、親木に遠ざかる
ほど落果量は減少した。また、毎木調査よりフロット内で DBH10cm以上の同種
他個体が存在しないことから、果実の大部分が親木の樹冠下に落果し、実生が生
育するものの、若木にまで成長している個体がないことが分かった。これは、植
生班のデータとも一致する。これらのことから、親木の下で成長することは厳し
いことが示唆される。
動物相について把握した中で、 ドリアンの種子捕食、散布にはいくつかの段階で
動物が関与することが考えられた。樹上で実が熟さない時、樹上で実が熟した時、
地上に実が落下した時にわけで考えられた。また、特に関係する動物として、オ
ランウータン、アジアゾウ、マレーグマ、ジャワジャコウネコ、ボルネオヤマア
ラシが示唆された。
以上の二点より、ドリアンは親木の下において、実生は多いものの、若木にまで
成長する可能性は低いこと、多くの動物に果実が利用されることが分かつた。今
後、ある種の動物がどの程度捕食、散布に関わっているか定量的に調査をする必
要がある。また、ドリアンの分布をより広範囲に調べ、遺伝を用いて、親子関係
を調べることで、実際の(長距離)散布距離を明らかにすることができる。
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